
第４回黒部川水系流域委員会

河川事業の再評価説明資料及び様式集

審議資料の記載の修正 及び 今後の対応について

北陸地方整備局
黒部河川事務所



事業再評価 便益Ｂ・費用便益比Ｂ/Ｃ 算出の基本的な流れ

算出の基本的な流れ

様式１ ・対象氾濫原を一連の氾濫区域とみなせる区域（氾濫ブロック）に分割。

様式２

・被害額の算出に必要な氾濫区域の資産及び世帯数、従業者数等の基礎数量
を調査し、氾濫シミュレーションで使用する計算メッシュ単位に整理。

・整理結果を基に、氾濫ブロック毎の資産データを整理。

様式３

・計画規模を最大として、生起確率が異なる洪水を数ケース選定して氾濫
シミュレーションを実施し想定氾濫区域を算出。

（黒部川は、生起確率1/3.5、1/10、1/20、1/30、1/50、1/70、1/100で実施）
・氾濫シミュレーション結果に基づき、流量規模別の想定被害額を算出。
・なお、黒部川は急流河川であることを踏まえ、質的・量的両方の視点で破堤

による被害額を確認し、各氾濫ブロックの被害額最大地点を破堤点に設定。

様式４

○直接被害
・一般資産被害（家屋、家庭用品、事業所資産等）、農作物被害、公共土木施設被害

○間接被害
・営業停止損失、家庭における応急対策費用、事業所における応急対策費用

・事業を実施しない場合と事業を実施した場合の差分を被害軽減額として算出。
・さらに、被害軽減額にその洪水の生起確率を乗じて累計し、年平均被害軽減

期待額を算出。

様式５
事業実施による便益Ｂの算出

費用便益比Ｂ／Ｃの算出

・治水施設の整備期間を織り込んだ評価を行うため、整備期間中における治水
施設の整備により発生する便益を算定。

・また、治水施設の完成から50年間までを評価対象期間とし便益を算定。
・算定された便益Ｂは物価変動分を除去するため、基準年度の実質価格に変換
する現在価値化を実施。

・事業費Ｃは消費税を控除のうえ、便益Ｂと同様に現在価値化を実施。
・現在価値化後の便益Ｂを事業費Ｃで割返し、費用便益比Ｂ／Ｃを算出。 1

氾濫ブロック内の

資産データの調査

氾濫シミュレーションによる

確率規模別の被害額の算出

年平均被害軽減期待額の算出

対象氾濫原の分割



○ 去る令和５年１１月２８日の第４回黒部川水系流域委員会で審議いただいた、黒部川直轄河川改修
事業の河川事業の再評価説明資料・様式集について、令和５年１２月に国土交通本省を含め確認し
たところ、資料の記載における下記２点の修正必要事項が判明した。

修正必要事項１ 資料３－１ 河川事業の再評価説明資料〔黒部川直轄河川改修事業〕

全体事業、残事業、当面整備事業の便益Ｂの算出において、下記の修正の必要性が生じた。

① 事業実施有無による効果について、着手時と現況（事業実施前後）で、事業実施による河道変化以外
の要因を含む河道条件を用いて評価を行ったことにより、現況河道では着手時河道から流下能力が低下
していたことで、結果として被害額が増加しマイナスの便益が算出されていた。

→ 全体事業、残事業、当面整備事業の便益Ｂ、及びＢ／Ｃに影響

② 残事業、当面整備事業の実施による年あたりの便益について、全体事業の年あたりの便益と比較して、
事業実施による便益が短期間で急激に上昇する形となり、残事業、当面整備事業の便益の値が大きく算
出されていた。

→ 残事業、当面整備事業の便益Ｂ、及びＢ／Ｃに影響
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修正必要事項２ 資料３－２ 黒部川直轄河川改修事業 費用対便益算出資料〔様式集〕

上記１の便益Ｂの再算出に伴い、様式記載数値について修正の必要性が生じた。

審議資料の記載の修正 経緯と概要



L10.6k
R11.8k

L10.6k
R11.8k

・左岸：
主に赤枠内の浸水域が
着手時河道よりも現況
河道で拡大

・右岸：
顕著な差はみられない

氾濫シミュレーション図

○着手時河道（Ｈ２１年度河道）はＨ１８測量をベースとした河道で、現況河道（Ｒ５年度末河道）はＲ４測量に
Ｒ５年度末までの事業メニュー完了を反映した河道で、それぞれ、治水経済調査マニュアル（案）に基づき、各氾
濫ブロックの最大の被害となる破堤点を設定し、氾濫シミュレーションを実施していた。

○氾濫シミュレーションの結果、着手時河道と比べ、現況河道で浸水面積が約88ha、被害額が約108億円それぞれ増加
している。

○着手時河道から現況河道で浸水被害が増大する要因は、破堤点における流下能力が、着手時から現況にかけて低下
したことにより、氾濫ボリュームが増大したことによる。

着手時河道（Ｈ２１年度河道）

被害状況

3,093被害総額（億円）

37,517被災人口（人）

11,262床下浸水世帯（戸）

2,065床上浸水世帯（戸）

6,907浸水面積（ha）

破堤地点

現況河道（Ｒ５年度末河道）

被害状況

3,201被害総額（億円）

38,704被災人口（人）

11,656床下浸水世帯（戸）

2,132床上浸水世帯（戸）

6,995浸水面積（ha）

破堤地点

破堤点（左岸10.6k）の無害流量
：着手時河道 8,288㎥/s
現況河道 6,539㎥/s（-1,749）

＞計画高水流量6,500㎥/s

【参考】黒部川 事業着手時から現況河道で被害額が増加する要因（１／２）
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■整備計画の着手時（Ｈ２１年度）から現況（Ｒ５年度末）までは、量的整備より質的整備を優先して実施してきており、流下能力向上メニューは
実施していない。このため、被害額が最大となる破堤点は、着手時のL10.6k、R11.8kと現況で変更はない。



【参考】黒部川 事業着手時から現況河道で被害額が増加する要因（２／２）
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破堤地点（左岸10.6k）の無害流量：着手時河道 8,288㎥/s

現況河道 6,539㎥/s
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黒部川事業再評価における便益の考え方（イメージ図）【R5.11.28流域委員会時点】

便益Ｂ

着手
（H21年度） 現況

（R5年度末）

当面
（R9年度末）

完成
（R20年度末）

残事業

当面事業

H18測量 R4測量
+R5まで整備

R4測量 R4測量
+R9まで整備 +R20まで整備

R4測量 R4測量
+R5まで整備 +R9まで整備

年

：ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
実施段階
（H18測量）

：ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
実施段階
（R4測量）

当面事業の便益

全体事業の便益

残事業の便益

着手時と現況（事業実施前後）で、
事業実施による河道変化以外の要因を
含む河道条件を用いていた。

（着手時と現況で、現況河道の流下能力
が低下していたことにより、結果として
マイナスの便益が算出されていた）

残事業、当面整備の
年あたり便益Ｂについて、
全体事業の年あたり便益Ｂ
と比較して、便益が急激に
上昇

→ 残事業及び当面整備の
便益Ｂが大きく算出されて
いた

L10.6k、R11.8k
L10.6k、R11.8k

L6.6k、R7.0k破堤点 L7.6k、R10.6k



（修正必要事項）

① 事業実施有無による効果について、着手時と現況（事業実施前後）で、事業実施による河道変化以外の要因を含む河道条件を用いて評価
を行ったことにより、現況河道では着手時河道から流下能力が低下していたことで、結果としてマイナスの便益が算出されていた。

② 残事業、当面整備事業の実施による年あたりの便益について、事業実施前後で河道の変化を含む形で評価を行ったことにより、事業実施
による便益が短期間で急激に上昇する形となり、残事業、当面整備事業の便益の値が大きく算出されていた。

審議資料の記載の修正内容

6

（修正内容）

事業実施前後で比較する際、事業実施以外の河道変化を含まない河道条件（同一の河道条件で事業実施有無の違いの
み）により評価を実施

残事業、当面整備事業の便益Ｂは、全体事業の着手時から当面整備完了後、当面整備完了後から完成までの便益Ｂと、
毎年それぞれ同値で発現するよう変更

備考
完成後河道

（R20年度末河道）
当面整備河道
（R9年度末河道）

現況河道
（R5年度末河道）

着手時河道
（H21年度）

全体事業、残事業、
当面整備の便益Ｂ

R4測量河道＋R20年度
末までの事業メニュー

R4測量河道＋R9年度
末までの事業メニュー

R4測量河道＋R5年度
末までの事業メニュー

H18測量河道全体事業の便益ＢR5.11.28
第４回流域
委員会
審議時

R4測量河道＋R20年度
末までの事業メニュー

R4測量河道＋R9年度
末までの事業メニュー

R4測量河道＋R5年度
末までの事業メニュー

－
残事業の便益Ｂ

－
R4測量河道＋R9年度
末までの事業メニュー

R4測量河道＋R5年度
末までの事業メニュー

－
当面整備の便益Ｂ

－
H18測量河道＋R9年度
末までの事業メニュー

H18測量河道＋R5年度
末までの事業メニュー

H18測量河道着手時→現況
→当面整備の
便益Ｂ

全体事業
の便益Ｂ

令和6年1月
修正

R4測量河道＋R20年度
末までの事業メニュー

R4測量河道＋R9年度
末までの事業メニュー

－－
当面整備→完
成後の便益Ｂ

全体事業の便益Ｂにおけ
る現況→当面整備の年あ
たり便益と同値で発現

－
H18測量河道＋R9年度
末までの事業メニュー

H18測量河道＋R5年度
末までの事業メニュー

－
現況→当面整
備の便益Ｂ

残事業の
便益Ｂ

R4測量河道＋R20年度
末までの事業メニュー

R4測量河道＋R9年度
末までの事業メニュー

－－
当面整備→完
成後の便益Ｂ

全体事業の便益Ｂにおけ
る現況→当面整備の年あ
たり便益と同値で発現

－
H18測量河道＋R9年度
末までの事業メニュー

H18測量河道＋R5年度
末までの事業メニュー－

当面整備の便益Ｂ

赤字；第4回流域委員会時から変更

※背後資産・人口等の値は、着手時、現況、当面整備、完成後のいずれも最新のデータ（H27国勢調査等）に更新し、氾濫シミュレーションを実施



修正後修正前

様式－4 年平均被害軽減期待額 様式集－７ → ８

資料の修正内容（修正前後の比較）
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修正箇所は赤枠

黒部川は急流河川であり、整備計画の着手時（Ｈ２１年度）から
現況（Ｒ５年度末）までは、量的より質的整備を優先して実施。
このため被害額最大の破堤点は、着手時のL10.6k、R11.8kと現況
では変化していないため、年平均軽減期待額はゼロ。
しかしながら、破堤点周辺の縦工整備により、治水安全度は向上
しているため、整備計画の着手時から破堤点が変化する当面整備
完了までの間で、便益が徐々に発現するものとして整理。（治水
経済調査マニュアル（案）にもその旨記載有り）

現況河道では着手時河道から流下能力が低下していたことで、
結果として被害額が増加しマイナスの便益が算出されていた。



【参考】黒部川 氾濫シミュレーション時の破堤点に変更が生じていない要因

8

○ 黒部川では、着手時河道（H21年度整備計画策定時）以降現在に至るまで、現行整備計画に基づき、氾濫ポテンシャルが大きく急流
河川の洗掘・侵食に対して安全度評価が低い黒部川左岸の９．２ｋ～１２．２ｋの一連区間において、急流河川対策として縦工の整
備を進めてきたところ。

○ ９．２ｋ～１１．６の一連区間内では、現地のみお筋の状況を踏まえ、より堤防決壊リスクの高い区間（水衝部となっている区間）
より順次縦工整備を行ってきたところ。

○ このうち、破堤点として設定している１０．６ｋ付近の河道状況は、整備計画着手時は水衝部となっていなかったことから、
１０．６ｋ前後の水衝部となっている区間で先行して縦工整備を行い、堤防の安全度が向上している。

○ その一方で、１０．６ｋ地点は水衝部区間ではなかったことから縦工整備が現時点で未了であるため、破堤点の変更は生じていない。

H02
H07
H13
H17
H24
H28
H30
R04

現在整備中

整備計画に基づき整備を先行
※経年的にみお筋が集中

整備計画策定前に整備

整備計画着手時点では水衝部とはなっておらず、
着手後に水衝部となっている。

10.6k

◆10.6k付近のみお筋の状況

L10.8k
～11.2k
（H23～H25）

L9.2k～9.6k
（H26～H30） L10.2k～10.8k

（R元～R6予定） R元年度より下流から整備を実施。
縦工 ４基の内、R5年度末までで３基が完成予定。
R6年度末までに全４基が完成し一連区間の整備が完了する予定。

L11.4k
～11.6k
（H22～H23）



【参考】黒部川 氾濫シミュレーション時の破堤点（左岸10.6k）周辺の治水安全度向上状況
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○ 黒部川では、着手時河道（H21年度整備計画策定時）以降現在に至るまで、
現行整備計画に基づき、氾濫ポテンシャルが大きく急流河川の洗掘・侵食
に対して安全度評価が低い黒部川左岸の９．２ｋ～１１．６ｋの一連区間
において、急流河川対策として縦工の整備を実施。

○ 左岸９．２ｋ～１１．６ｋの一連区間内では、現地のみお筋の状況を踏ま
え、より堤防決壊リスクの高い区間（水衝部となっている区間）より順次
縦工整備を実施。

○ これらの縦工の整備区間は、最新の河道状況（みお筋、水衝部の形成状
況）における堤防決壊リスクの高い区間での侵食破堤防止が図られ、着実
に治水安全度が向上している。

現況河道
（R5年度末河道）

着手時河道
（H21年度整備計画

策定時）
距離標

被害額
（百万円）

急流河川の
安全度評価

被害額
（百万円）

急流河川の
安全度評価

A85,588BL9.2k

A143BL9.4k

AAL9.6k

ＡAL9.8k

AAL10.0k

※2B143BL10.2k

※2B154,411BL10.4k

209,303B180,800BL10.6k

A※1BL10.8k

A※1BL11.0k

A143BL11.2k

A167,771BL11.4k

A143BL11.6k

縦工整備により
破堤リスク解消

縦工整備により
破堤リスク解消

現在整備中

※1 L10.6k～11.0k区間のうち被害最大の10.6kで被害額算出
※2 L10.2k～10.6k区間のうち被害最大の10.6kで被害額算出



黒部川事業再評価における便益の考え方（イメージ図）【令和６年１月修正】
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便益Ｂ

年
着手

（H21年度）
現況

（R5年度末）

当面
（R9年度末）

完成
（R20年度末）

：氾濫ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
実施段階
（H18測量）

：氾濫ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ
実施段階
（R4測量）

←R9年度末でH18測量、R4測量の
２種類で氾濫シミュレーションを実施

H18測量 H18測量
+R5まで整備

R4測量 R4測量
+R9まで整備 +R20まで整備

H18測量 H18測量
+R5まで整備 +R9まで整備

当面事業の便益

全体事業の便益

残事業の便益

当面整備の年あたり便益Ｂは、
全体事業の着手時から当面整
備完了後までの便益Ｂと、
毎年同値で発現するよう変更

事業実施前後で、同一
の河道条件で事業実施
有無の違いのみに変更

L10.6k、R11.8k L10.6k、R11.8k L7.8k、R10.8k L6.6k、R7.0k
破堤点

L7.6k、R10.6k
当面事業の実施により、両岸で破堤点が変化 残事業の実施により、両岸で破堤点が変化

質的整備を優先して実施のため破堤点は変化なし

残事業の年あたり便益Ｂは、
全体事業の着手時から当面整
備完了後、当面整備完了後か
ら完成までの便益Ｂと、毎年
それぞれ同値で発現するよう
変更



【再発防止策】

事業再評価における河道条件設定時の確認の徹底

流域委員会開催前段階での国土交通省内の資料チェック時期、チェック時間
確保を考慮した、適切な全体スケジュールの設定

資料作成の各段階での複数人数によるクロスチェックの実施

【今後の課題】

急流河川における事業再評価の在り方に関する課題の整理、治水経済調査マ
ニュアル（案）への反映

急流河川の特徴である、みお筋の変化や河床変動といった自然現象を踏まえ
た、洗掘・侵食対策などの質的整備を実施した場合における、適切な評価手
法の検討。

今回の事案発生を踏まえた今後の対応について

○ 今回の事案発生を踏まえ、今後の対応（再発防止策と今後の課題）は下記のとおり。
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